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P135a ALMAを用いた大マゼラン雲における分子雲高分解能観測 1：N159Eに
ある３つのフィラメント分子雲の衝突が誘発した大質量星形成現場
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大マゼラン雲の分子雲サーベイ観測の一部として、大質量星の形成現場であるN159East分子雲 (以下N159E)
に対し ALMAによる高分解能観測を実施したので報告する。大マゼラン雲は活発に大質量星を形成している距
離 50kpcの face-on銀河であり、大質量星形成を網羅的に研究する最適のターゲットと言える。NANTENによる
大マゼラン雲分子雲サーベイ観測では 300個近い巨大分子雲が検出されており、最も強い強度を持つものが HII
領域 N159に付随している。この N159の分子ガスは３つの巨大分子雲から成り、そのうち巨大な HIIバブルの
東西の淵 (Shell)に付随するN159EとN159W巨大分子雲では大質量星が形成されている。我々のALMA観測で
は、N159Eを∼pc幅のさまざまな速度を持つフィラメント状分子雲に空間分解することができた。そして、約 40
太陽質量の大質量原始星（通称 Papillon nebula）は、数 km/sの相対速度を持つ３つのフィラメント状分子雲が
ちょうど重なりあった場所に位置してることがわかった。これはフィラメント状分子雲の衝突が大質量星形成を
誘発したことを示唆している。この大質量原始星は分子雲に半径∼0.5pcの穴を形成しつつあり、母体のフィラメ
ント状分子雲の散逸が始まった直後であることもわかった。同様なフィラメント状分子雲衝突による大質量星形
成の誘発を示唆する構造はN159Wにもみられ (Fukui et al. 2015)、大質量星形成の有力なメカニズムと言える。


